




























































































































































































































































































































































































労働部長J W庶務事跡四冊内 昭和三年~ (筑豊石炭鉱業組合)マイク
ロフィルム、九州大学石炭研究資料センター蔵。
30) i鉱業労働事情調査報告書案説明昭和三年二月九日委員会ニ於テ
労働部長J W庶務事跡四冊内 昭和三年~ (筑豊石炭鉱業組合)マイク
ロフィルム、九州大学石炭研究資料センター蔵。







34) W鉱業労働事情ニ関スル調査(未定稿) (代筆写)~ 1928年、 23ペー ジ。
35) W鉱業労働事情ニ関スル調査(未定稿) (代筆写)~ 1928年、 2ペー ジ。
36) 西成田豊「石炭鉱業の技術革新と女子労働」、中村政則編『技術革新と
女子労働』国際連合大学、 1985年、 85ペー ジ。
37) 以下、この段落の引用部分は、『鉱業労働事情ニ関スル調査(未定稿)
(代筆写)J 1928年、 26~27ページによる。










労働と生活 女性坑内労働禁止措置をめぐって J (1995年度修士
論文)を参照。
42) 筑豊石炭砿業史年表編纂委員会『筑豊石炭砿業史年表』田川郷土研究
会、 1973年。
43) r七O年誌草稿河野初稿』、員島資料。
44) 女性の坑内労働廃止により、大手炭鉱を辞めざるをえなかった女性労働
者は、中小炭鉱へ移動していったものもいた。拙稿「日本近現代の石炭
鉱業にお砂る女性労働者J (1992年度卒業論文)。また、炭鉱に残りなが
らも、土木作業に従事したものもいた。拙稿「筑豊地方におげる女性炭
鉱労働者の労働と生活一一女性坑内労働禁止措置をめぐって一一」
(1995年度修士論文)。
(大学院後期課程学生)
